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取扱説明書 
デジタル・タイヤインフレーター 

品番：＃４４１５２１７０００ 型式：ＰＤＴ１２０ 
 

１，使用方法 

△！注意：使用するコンプレッサーは、本機でタイヤに充填（設定）する圧力より、２００ｋＰａ（２．０ｋｇｆ／ｃｍ２）以上高 

くなるものを使用してください。コンプレッサーの能力が低いと、ディスプレイにエラーメッセージが表示されます。 

① 付属の＃３５２８１０００００ ＦＲ８３４ エアフィルター＆ 

レギュレターの取扱説明書を参考に使用準備を行い、本機と 

コンプレッサーの間に取り付けてください。 

② 付属のエアホースを時計回転方向に回してエアホース差込口へ、 

別売の２０ＰＭタイプカプラーを時計回転方向に回して、エア 

インレットへ確実に固定してください。 

③ 『ＯＮ／ＯＦＦ』ボタンを長押しすると、電源が入ります。 

④ 電源が入った状態で、『ＯＮ／ＯＦＦ』ボタンを押すと、バック 

ライトが点灯し、再度押すと消灯します。 

⑤ 測定単位を変更する場合は、『ＳＥＴ』ボタンを押してください。     本体各部名称     ディスプレイ表示例 

ディスプレイに“ＳＥＴ”と表示され、現在選択中の測定単位が点滅します。 

点滅中に『＋』、『－』ボタンを押す毎に、ＫＰＡ、ＢＡＲ、ＰＳＩ、ＫＧＦ 

の順番に測定単位を切り換える事が出来ます。最後に『ＳＥＴ』ボタンを 

押すと変更が完了します（図１参考）。 

⑥ 電源を切る場合は、『ＯＮ／ＯＦＦ』ボタンを長押しするか、約９０秒間操作 

をしないでください。オートオフ機能により、自動的に電源が切れます。             図１ 

 

２，注入／排出方法 

※本商品は設定した空気圧まで、タイヤに自動で空気を注入／排出する商品です。手動操作での空気の注入／排出はできません。 

●注入／排出手順 

① 本機の電源を入れ、注入／排出する空気圧を設定してください。『＋』ボタンを押すと設定圧が上がり、『－』ボタンを押す

と下がります。ボタンを長押しすると、素早く数値を調整する事が出来ます。 

② 本機をコンプレッサーと接続してください。 

③ 使用するタイヤのエアバルブに、チャックを真っ直ぐ、エアが漏れない様に差し込んで 

ください。 

④ 使用するタイヤ内の空気圧が２０ｋＰａ（０．２ｋｇｆ／ｃｍ２）以下の場合、『ＳＥＴ』 

ボタンを３回押し、ディスプレイ表示が図２の状態で『＋』ボタンを押すと自動注入を        図２ 

開始します。設定圧力に達すると自動停止し、ブザーが鳴ります。チャックをエアバル 

ブから外すまで、ブザー音は鳴り続けます（図２、３参考）。 

⑤ 使用するタイヤ内の空気圧が２０ｋＰａ（０．２ｋｇｆ／ｃｍ２）以上有る場合、チャッ 

クを差し込むと同時に自動注入／排出を開始し、設定圧力に達すると自動停止し、ブザ 

ーが鳴ります。チャックをエアバルブから外すまで、ブザー音は鳴り続けます（図３参考）。 

⑥ 自動注入／排出中に作業を止めたい場合は、『ＯＮ／ＯＦＦ』ボタンを長押しし、本機の 

電源を切ってください。本機の電源が切れ、自動注入／排出が止まったのを確認後、チャ       図３ 

ックをエアバルブから取り外してください。 



●メモリー機能での注入／排出方法 

※メモリー機能とは、よく使用する空気圧を保存しておく機能です。２種類まで保存することが可能です。 

※測定単位を変更するとメモリー機能はリセットされ、初期設定に戻ります。 

① 本機の電源を入れ、『Ｐ１』ボタンを押し、ディスプレイにメモリー設定画面を表示させてください。『＋』ボタンを押すと

設定圧が上がり、『－』ボタンを押すと下がります。ボタンを長押しすると、素早く数値を調整する事が出来ます。 

最後に『ＳＥＴ』ボタンを押すと設定が完了します。同様に『Ｐ２』ボタンでも保存することが可能です。 

② メモリー機能を使用して注入／排出を行う場合は、『Ｐ１』／『Ｐ２』ボタンを押してディスプレイにメモリー設定画面を表

示してください。 

③ 表示後は、『●注入／排出手順』と同様の手順で注入／排出作業を行ってください。 

 

●ＯＰＳ機能（オーバープレッシャーシステム） 

※ＯＰＳ機能とは、タイヤをホイルへ組み込む際に、設定空気圧＋ＯＰＳ設定空気圧まで空気を注入しタイヤのビード部をホイ 

ルへ密着させるための機能です。注入後は、ＯＰＳ設定空気圧分の空気は排出され、設定空気圧で自動停止し、ブザーが鳴り 

ます。 

例：設定空気圧を３００ｋＰａに設定し、ＯＰＳ設定空気圧を１００ｋＰａに設定した場合、一度４００ｋＰａまでタイヤ内に 

空気が注入されます。タイヤ内の空気圧が４００ｋＰａに到達すると注入作業を終了し、すぐに排出作業へ移ります。 

最終的に設定空気圧の３００ｋＰａで自動停止します。 

① 本機の電源を入れ、『ＳＥＴ』ボタンを２回押し、ディスプレイにＯＰＳ設定画面を 

表示させてください（図４参考）。 

『＋』ボタンを押すと設定圧が上がり、『－』ボタンを押すと下がります。 

設定範囲は、１０ｋＰａ刻みで１０～２００ｋＰａになります。 

最後に、『ＳＥＴ』ボタンを押すと設定が完了します。                      図４ 

② 設定後は、タイヤのエアバルブにチャックを差し込んでいない状態で、『ＳＥＴ』 

ボタンを３回押し、ディスプレイ表示が図５の状態で『＋』ボタンを押すとチャック 

先端からエアが吐出されます。 

③ ②の状態で、使用するタイヤのエアバルブに、チャックを真っ直ぐ、エアが漏れない様に 

差し込んでください。自動注入を開始し、設定空気圧＋ＯＰＳ設定空気圧まで注入完了後、 

すぐに排出作業へ移り設定圧力に達すると自動停止し、ブザーが鳴ります。 

チャックをエアバルブから外すまで、ブザー音は鳴り続けます（図３、５参考）。          図５ 

 

３，充電方法 

① バッテリー残量表示は、ディスプレイの左上に表示されます（ディスプレイ表示例参考）。 

図６はバッテリー残量の目安になります。 

使用後及び、３ヶ月に１度は充電作業を行ってください。 

 

 

                                         図６ 

② 付属の充電ＡＣアダプターのピンプラグを変換コードのピンジャックに差し込んで接続してください。続いて、変換コード

のピンプラグを本機の充電器差込口へ、充電ＡＣアダプターのプラグをＡＣ１００Ｖコンセントへ奥まで確実に差し込むと

充電が開始します（図７参考）。 

 

 

 

 

図７ 



４，トラブルシューティング 

エラーメッセージ 症状 対処方法 

－ 空気が注入されない。 使用するタイヤ内の空気圧が２０ｋＰａ（０．２ｋｇｆ／ｃｍ

２）以下になっていないか確認してください。 

－ 電源が入らない。 充電作業を行ってください。 

Ｅｒｒ１ 圧力センサーの故障。 販売店へ修理を依頼してください。 

Ｅｒｒ２ 本機にエアホースが接続されていない。圧力が安定していな

い。 

エアホースの接続を確認してください。接続に異常がない場合

は、販売店へ修理を依頼してください。 

Ｅｒｒ３ タイヤ内の空気圧が１２００ｋＰａ（１２．２ｋｇｆ／ｃｍ２）

以上である。 

タイヤ内の空気圧を１２００ｋＰａ（１２．２ｋｇｆ／ｃｍ２）

以下にしてください。 

Ｅｒｒ４ 空気の供給異常。 エアインレットに別売の２０ＰＭタイプカプラーが接続され

ていることを確認してください。 

Ｅｒｒ５ バッテリー電圧の低下。 充電作業を行ってください。 

Ｅｒｒ８ コンプレッサー圧力がタイヤの内圧より低い。 コンプレッサーの圧力を確認してください。 

 

 
５，注意事項 

△！ 危険 （この警告文に従わなかった場合、死亡、又は重傷を負う事になるもの。） 

① タイヤメーカーが指定している空気圧力以上は、注入しないでください。タイヤが破裂する恐れがあり、大変危険です。 

② タイヤへの空気注入／排出作業時は、必ずタイヤを安全柵に入れた状態で作業を行ってください。 

           

△！ 警告 （この警告文に従わなかった場合、死亡、又は重傷を負う危険性のあるもの。） 

① 本機の測定範囲は０～１２００ｋＰａ（０～１２．２ｋｇｆ／ｃｍ２）、最大使用空気圧は１２００ｋＰａ（１２．２ｋｇｆ／ｃ

ｍ２）です。それ以上の空気圧では使用しないでください。 

② 子供のいる場所では、本機を使用しないでください。 

③ ディスプレイに表示される空気圧が正確かを定期的に確認してください。設定圧力とタイヤ内の空気圧に誤差がある場合は、直

ちに使用を中止してください。 

           

 △！ 注意 （この警告文に従わなかった場合、ケガを負う恐れのあるもの、又、製品に重大な破損を招く恐れのあるもの。） 

① 本機の分解、修理、改造は行なわないでください。 

② 本機は、タイヤ内の空気圧の測定及び、タイヤに自動で空気を注入／排出する機器です。その他の用途には使用出来ません。 

③ 本機は、一部のアルミホイールには使用出来ない場合があります。 

④ 本機を使用する際は、必ず付属部品を使用してください。付属部品以外を使用すると、正常に作動しない恐れがあります。 

⑤ 本機に破損箇所がある場合は、直ちに使用を中止してください。 

⑥ 使用後及び、３ヶ月に１度は必ず充電作業を行ってください。充電作業は半日以上行わないでください。 

⑦ 本機は、雨や水、湿気等の影響の受けない場所で使用、保管してください。 

⑧ 排気口を塞がないでください。 

⑨ 本機内部にゴミや水が入ると故障の原因になります。必ず、付属の＃３５２８１０００００ ＦＲ８３４ エアフィルター＆レギ

ュレターを本機とコンプレッサーの間に取り付けてください。 

⑩ タイヤへの空気の注入／排出中に、チャックをタイヤから取り外さないでください。必ず、空気の注入を停止させてから、チャ

ックを取り外してください。 

⑪ 本機は精密機器に付き、過度の振動を与えたり、衝撃を与えないでください。 

⑫ タイヤの圧力が１２００ｋＰａ（１２．２ｋｇｆ／ｃｍ２）以上の場合、本商品は使用出来ません。タイヤの圧力を減圧して使

用してください。 

                        

 

フリーダイヤル   ０１２０－２０２－８００ 

 

〒５５０－００２１ 大阪市西区川口４－１－５     ホームページ        https://Pa-man.shop/ 


